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巣立ちゆく９名のみなさんへ 
 

                                                            校長 筒井 啓介 

  卒業おめでとうございます。 

  今から振り返れば、あっという間の３年間だったと思います。 

  私は、３年生のみなさんと一緒に過ごせたのはわずか１年間でした。その間校長として、「みな

さんに何ができたか」を考えると、思い当たることよりも、みなさんから学ぶことの方がたくさん

あったと思います。今、ここで心から感謝するとともに、「卒業おめでとう」と述べたいと思います。 

  さて、皆さんの卒業に向けて、私から次のメッセージを送りたいと思います。西谷中学校を卒

業し、明日からの「進路」は、みんな異なります。たとえ同じ高校に行こうが、みなさんの長い人

生における「進路」は、人それぞれに異なるはずです。今日、３月１４日、みなさんは９年間にわた

る義務教育を無事に修了し、これからは、まさに自らの手で自分の未来を切り拓いていかねば

なりません。そのスタートラインに立ったわけです。 

 しかし、具体的な「進路」は異なっていても、みなさんは、いや、この社会、この世界に生きてい

る私たちは、みな同じ「人間」です。そして、人間として連帯して「今」という大きな山を登ってい

るのです。その山に登るには、たくさんの登り道があります。しかし、登り口はどこでもいいので

す。大切なことはたった二つです。一つは、「方角を誤らないこと」そして、「最後まで登りきるこ

と」です。この二つのことを忘れなければみなさんは、いや、私たちは 

みんながその頂上で握手することができるはずなのです。「方角を 

誤るな！！」「最後まで諦めずに登れ！！」このことを心に深く刻んで 

頑張ってください。 

 みなさんは一人ではありません。共に学んだ９人の仲間、みなさんを 

温かく見守り支えてきた先生方、そして、私がついています。困った時 

にはいつでも相談に来てください。みなさんの輝かしい未来と、更な 

る飛躍を心から応援しています。 

 

＜ あなたに会えてよかった ＞ 
   卒業するみなさんへ、偶然に出会った西谷中の仲間と先生、いや必然だったのかも知れない。 

この出会いから、たくさんのことを学びました。これからもみなさんの未来が幸せに満ちているこ

とを祈って、下記の詩をおくります。 

             （グリィーティングブックスより） 

 

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もし、天使が地上にあらわれるとしたら 

きっとあなたみたいにして                  

あらわれるにちがいありません。             

あなたのまなざし。        

あなたの微笑み。                         

あなたの身のこなし。                      

あなたは                                

生きることをとてもたのしんでいて、           

いつもよろこんでいて、                     

なによりも                               

自由だった。                             

はじめのころ                             

あなたがくれるフィーリングは                

私を少し不安にしたものです。               

あなたがあまりにも大きすぎて。              

あなたの大きさを                         

小さな私が受け入れられるかどうか          

わからなかったんです。                    

でも、信じてくれますか？                   

私は今                                 

あなたを受け入れています。                  

あなたの何もかもを。       

ふしぎな出会いでした 
あなたはそこにいるだけで 
私に 
私のよさを教えてくれました。 
あなたのよさを知ることは 
自分のよさを知ることだったんですね。 
すてきな人になるのに 
パーフェクトである必要なんてないんですね。 
私の人生におきた 
いちばんすばらしいできごとは 
あなたと 
めぐりあえたことです。 
もう、さみしくなんかない。 
あなたに 
会えてよかった。 
くらす場所がはなれることがあっても 
私はいつもあなたに感謝し 
あなたのために祈っています。 
あなたがこれからも 
美しい夢の中に 
生きられますように。 
あなたの行くてが 
どこまでも 
美しい光につつまれていますように。 

盛夏の白馬岳 

全校合唱「信じる」 



■３年生を送る会を開催しました（生徒会主催） 
新生徒会役員が中心になって３年生を送る会を開催しました。これは誰？（写真を使って、３年

生や先生をあてるクイズ）、ポーズシンクロクイズ（チームでお題に沿ったポーズをとり、ポーズが

一致した数を競うクイズ）を行いました。何日も前から新生徒会役員が企画をしてくれ、３年生は

もちろん、１・２年生も楽しい時間を過ごすことができました。私からは、この１年間に西谷中で撮

影した授業や行事での皆さんの笑顔の写真をスライドショーで紹介させていただきました。皆楽し

んで観てくれたのでとても嬉しかったです。３年生と過ごせたのは僅か１年間でしたが、たくさんの 

思い出ができました。また、西谷中の生徒４２名の笑顔は、本当に素晴らしいものです。これからも、 

ずっとこの笑顔を大切にして欲しいと願っています。 

  お別れ会の最後には在校生から、３年生に記念の色紙が手渡されました。ちょっと照れながら、 

嬉しそうな笑顔で受け取っていました。 

  ３年生の思い出に残る送別会の企画運営を行ってくれた、新生徒会役員の皆さんどうも有難う

ございました。そして、３年生の皆さん、これから新たな進路に進みますが、西谷中のことを忘れず

に、それぞれの進路先で夢を実現してください！！ 西谷中生と先生全員で応援しています！！ 

                                                             （3月８日（金曜日）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拍手の中、卒業生が入場 生徒会長から挨拶 

ポーズシンクロクイズ 

在校生から色紙の贈呈 

クイズ「これは誰？」 クイズ「これは誰？」 

在校生から色紙の贈呈 

      

             

         

スライドショー「４２名の仲間と築いた思い出」 


